
第４７回 ながのアビリンピック
令和３年７月１７日（土）施行

【ワード・プロセッサ】種目 課題

制限時間 60 分    以下の注意事項をよく読んでから始めてください。

 作品はデスクトップにフォルダを作り（フォルダ名：選手番号 氏名）その中に保存すること。ま

た、作業中は随時、「上書き保存」をすること。

 設問で指示したこと以外は既定値を使用すること。

 作成例を見本に仕上げること。

 1mm 以内の誤差は許容範囲とする。

 特に指定がない限り文字の入力はすべて全角で入力すること。

 インターネット等ネットワークは利用せず、全てオフライン作業で行うこと。

 指示が無い限り、『』は入力しないものとする。

【設問１】 次の文章を入力する。

『新型コロナウイルス特集

感染リスク１０分の１県民運動

長野県では、これまでの感染事例を参考に、県民のお一人お一人が現時点での自らの感

染防止対策を点検しながら今後のより適切な対象方策を考え実践につなげていただく

「感染リスク１０分の１県民運動」を展開しています。私たちも、「基本的対策」につ

いてリスクを考え行動できるようになりましょう。

新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）とは

コロナウイルスには、一般の風邪の原因となるウイルスや、「重症急性呼吸器症候群（Ｓ

ＡＲＳ）」や、２０１２年以降発生している「中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）」のウイル

スが含まれますが、今回の新型コロナウイルスは、人から人に感染するコロナウイルス

として新たに見つかったウイルスです。コロナ（Ｃｏｒｏｎａ）、ウイルス（Ｖｉｒｕ

ｓ）、病気（Ｄｉｓｅａｓｅ）という単語と、この病気がＷＨＯに報告された「２０１

９年」の組み合わせから、病名がＣＯＶＩＤ－１９と命名されました。

長野県新型コロナウイルス感染症・感染警戒レベルについて

長野県は県土が非常に広いため、１０の圏域毎に感染警戒レベルを設定しています。設

定の要件は、２つあり、一つは直近１週間の新規陽性者数で、もう一つは感染リスクの

高い事例など発生例の分析による感染拡大リスクの総合的判断です。この二つを総合的

に考慮して、レベル１からレベル６までの６段階で警戒レベルが設定されます。なお、

レベル６は、まん延防止等重点措置が公示され、特定区域となった場合です。

全県としての警戒レベルも「直近１週間の新規陽性者数」、「モニタリング指標の状況」

「全県で統一的な対策を行う必要性」を考慮して６段階で設定されます。レベル６は国

から緊急事態宣言を宣告された時です。』

【設問２】 以下の指示に従って、ページ設定をすること。

・用紙サイズ ： Ａ４

・文字列の方向        ： 縦書き

・印刷の向き ： 縦

・余白 ： 狭い



・文字数と行数の指定 ： 行数だけを指定する。

・行数  行数 ： 30 行

  行送り ： 17.4pt

・配色        ： Office

・設定対象            ： 文書全体

・日本語用フォント ： HG 丸ゴシック M-Pro

・英数字用フォント ： (日本語用と同じフォント)

・フォントサイズ      ： 8pt

デスクトップに作成したフォルダに名前を付けて保存をすること。

・ファイル名 ： 「〇×学校新聞」

【設問３】 ページの段組みを行う。

・段数           ： 4 段

【設問４】 右上のガイドに沿うように図形を挿入する。

・挿入する図形        ： 角丸四角形

【設問５】 【設問４】で作成した図形の体裁を整える。

・位置

・水平方向 配置    ： 右揃え

基準    ： 余白

・垂直方向 配置    ： 上

基準    ： 余白

・オプション          ： チェックマークをすべてはずす。

・文字列の折り返し

  ・折り返しの種類と配置 ： 上下

・サイズ

  ・高さ       ： 固定 88mm

    ・基準            ： 余白

  ・幅        ： 固定 24mm

    ・基準            ： 余白

  ・図形の塗りつぶし    ： テクスチャ 新聞紙

  ・図形の枠線          ： 黒 テキスト１

  ・太さ              ： 2.25pt

  ・テキストの追加      ： 〇×学校 学校新聞

・文字列の方向     ： 縦書き

・フォント            ： HG 丸ゴシック M-Pro

・フォントサイズ      ： 22pt

  ・ワードアート       ： 塗りつぶし - 黒、文字１、輪郭 – 背景１、影（ぼかし

なし）- 背景１

【設問６】 １行目『新型コロナウイルス特集』を修飾する。

・フォント            ： HGP 創英角ゴシック UB

・フォントサイズ      ： 16pt

  ・文字の効果と体裁    ：塗りつぶし-白、輪郭-アクセント 1、影

【設問７】 １行目の『コロナウイルス』のみ選択し、修飾する。

・フォントの色    ： ゴールド、アクセント 4

【設問８】 『感染リスク１０分の１県民運動』の段落を選択し、修飾する。



・間隔

  ・段落前      ： 0.5 行

  ・段落後      ： 0.5 行

・フォントサイズ      ： 12pt

【設問９】 『長野県では』の段落を選択し、修飾する。

・インデントと行間隔

   ・インデント

・最初の行        ： 字下げ

  ・幅       ： 1 字

【設問１０】 『新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）とは』の段落を選択し、修飾する。

・間隔

  ・段落前      ： 0.5 行

  ・段落後      ： 0.5 行

・フォントサイズ      ： 12pt

【設問１１】 『コロナウイルスには』の段落を選択し、修飾する。

・インデントと行間隔

   ・インデント

・最初の行        ： 字下げ

・幅       ： 1 字

【設問１２】 『長野県新型コロナウイルス感染症・感染警戒レベルについて』の段落を選択し、修飾

する。

・間隔

  ・段落前      ： 0.5 行

  ・段落後      ： 0.5 行

・フォントサイズ      ： 12pt

【設問１３】 『長野県は県土が』～『宣告された時です。』の段落を選択し、修飾する。

・インデントと行間隔

   ・インデント

・最初の行        ： 字下げ

・幅       ： 1 字

【設問１４】 4 行 4 列の表を 10 行目『新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－１９）とは』の上に挿入

する。

【設問１５】 【設問１４】で作成した表のプロパティの設定を行う。

・サイズ

・幅を指定する    ：チェックマーク 110mm

      ・基準            ： ミリメートル(mm)

  ・配置                ： 左揃え

・位置…
・水平方向    ： 14mm

  ・基準            ： ページ

     ・垂直方向        ： 上

     ・基準            ： 段

【設問１６】 【設問１４】で作成した表に表のスタイルを設定する。

・表のスタイル        ： グリッド（表）5濃色-アクセント 2



【設問１４】で作成した表の各セルに文字列を入力する。

・１行目              ： リスク評価

            ： リスクの高い行動

            ： まあまあな行動

            ： リスクの低い行動

・２行目              ： 手洗い・手指消毒

            ： 手が汚れた時にしか手を洗わない。食事前やトイレ後に

たまに忘れてしまう。

            ： 外出から帰ったら、正しい方法で手洗い。消毒液が置い

てある場所では、手指消毒をする。

            ： 入退室など場面が変わる際や、商品や手すり、マスクに

触る前後にこまめに手洗い・手指を消毒する。

・３行目              ： マスク

            ： 風邪の時や、防寒のためにつける。

            ： 咳エチケットのためにつける。人と会う時には必ず、感

染予防としてつける。

： 鼻からあごまで覆うように正しくつける。はずす時は、

ひも部分を持ち本体に触れないよう注意。

・４行目              ： 人と人との距離

            ： 間隔を空けすぎずに並ぶことがマナー。

： できる時は、できるだけ接近しないように注意。息がか

からない、飛沫が飛ばないよう注意。

            ： 最低１ｍ（できるだけ２ｍ）の距離を確保。

【設問１７】 【設問１４】で作成した表のフォントのサイズを修正する。

・フォントのサイズ  ： 8pt

【設問１８】 【設問１４】で作成した表の各行の高さと列の幅を修正する。

・行

・１行目            ： 6.1mm

  ・２行目以降   ： 40mm

・列                  ： 27.5mm

【設問１９】 4 段目に SmartArt を挿入し、修飾する。

・SmartArt の選択   ： 矢印と長方形のプロセス

  ・配置

   ・位置              

・文字列の折り返し： 左下に配置し、四角の枠に沿って文字列を折り返す

  ・サイズ

   ・高さ              ： 60mm

  ・幅         ： 186mm

・色の変更      ： カラフル – アクセント 4 から 5

  ・グラフィックの作成 ： 右から左

   ・図形の追加       ： 図形の追加 を４回行う。

１つ目のボックス

・テキスト     ： レベル 1

・レベルを 1 つ下げたテキスト



         ： 平常時

２つ目のボックス

・テキスト     ： レベル２

・レベルを 1 つ下げたテキスト

         ： 注意報

３つ目のボックス

・テキスト     ： レベル３

・レベルを 1 つ下げたテキスト

         ： 警報

４つ目のボックス

・テキスト     ： レベル４

・レベルを 1 つ下げたテキスト

         ： 特別警報Ⅰ

５つ目のボックス

・テキスト     ： レベル５

・レベルを 1 つ下げたテキスト

         ： 特別警報Ⅱ

６つ目のボックス

・テキスト     ： 圏域のレベル６

・レベルを 1 つ下げたテキスト

         ：まん延防止等重点措置公示

７つ目のボックス

・テキスト     ： 「全県のレベル６」

・レベルを 1 つ下げたテキスト

         ：緊急事態宣言

・フォント

  ・日本語用のフォント： HG 丸ゴシック M-Pro

  ・英数字用のフォント： (日本語用のフォントを使用)

【設問２０】 見本を参照しながら、『画像』フォルダ内にある『アルクマ』の画像を『〇✕学校 学校

新聞』の下に張り付ける。

【設問２１】 【設問２０】で張り付けた画像を選択し、修飾する。

・サイズ

  ・高さ              ： 固定 24mm

  ・文字列の折り返し    ： 四角形

【設問２２】 【設問２０】で張り付けた画像の下に横書きテキストボックスを作成する。

【設問２３】 【設問２２】で作成したテキストボックス内に文章を入力する。

・１行目～２行目      ： 『長野県 PR キャラクター「アルクマ」』

・３行目              ： 『©長野県アルクマ』

【設問２４】 【設問２２】で作成したテキストボックスを修飾する。

・枠線        ： 線なし

【設問２５】 ２箇所ある『COVID-19』の - を ｜(縦棒)に変更する。

※縦書き変更時に縦棒になっている場合は、特に変更する必要はない。

※縦棒で変換して変換できない場合は、「ダッシュ」と入力して変換すること。


